
１２月定例会閉会 エネルギー価格・物価高騰等の影響に関連する補正予算を編成

１２月定例会（１２月２日～１２月２２日）では、エネルギー価格・物価高騰等の影響を受ける事業
者・県民への緊急支援策として、１１５億２，６９５万４千円（第５号)、追加として、１２９億１，６
４２万８千円（第６号）の補正予算が計上され審議可決されました。
内容としましては、高騰する光熱費の影響を緩和するため、緊急措置として県内医療機関などに対し

病床１床あたり４万５，０００円と無床診療所（歯科等）には１施設４万円を補助するための費用にお
よそ３８億３，６００万円、さらに燃料費が高騰する中、県内公共交通機関の事業者（バス・タク

シー）を支援するための費用（令和５年３月まで）として、約４億７，０００万円となっています。
また、埼玉高速鉄道の延伸に向けた取組の推進としての調査費、国の「物価高克服・経済再生実現の

ための総合経済対策」に基づき、迅速に対応すべき事業について補正予算が追加され、これにより岩槻
駅までの延伸が一歩前進します。

キャッシュレス決済の推進 埼玉県証紙条例等を廃止

しらねの所属する企画財政委員会では、運転免許証更新の手数料や入学試験の受験料を支払う際、現
金の代わりに納めることができる埼玉県証紙条例を廃止する等の条例（案）を審議し賛成多数で可決し
ました。
収入証紙は令和５年１２月末で販売を終了し、使用期限は再来年の３月末までとなり電子申請プラス

キャッシュレス決済を進めていく方針です。
ちなみに、収入証紙の利用割合の６割を占めるのが運転免許証の新規発行料や更新料でありますが、

しらねの質疑で、窓口払いで

現金は取り扱わないものの、
しばらくの間は現金でも振込や
コンビニ払いを検討することが
判明しました。他県では現金と
キャッシュレスを併用した場合、
８割の方は現金払いになるとの
事です。また、９月定例会企画
財政委員会でしらねの質疑で、
令和３年度の証紙収入額が約８
７億円で手数料経費が約１億円
程度であることがわかりました。



情報技術の活用とDXの推進について
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SRと東京メトロの一日乗車券値下げ、屋内50Mプール川口市に設置
洪水ハザードマップの推進、あんしん賃貸住宅の拡充等、 (仮)川口北警察署の新設実績：

地方創生・行財政改革特別委員会では、情報技術の活用とDX推進について、執行部から説明後、質
疑応答が行われました。
しらねからは、９月定例会の一般質問でも扱ったAIチャットボットについて質疑しました。AI

チャットボットの利用率ですが、アクセス数（R.３は約２８万件）を指標としておりますが、県民に
とっては、問い合わせの解決率が大事であり、一般質問の答弁では３５%という極めて低い値になって
おります。

AIと言う特性は、「過去の情報の蓄積によって判定するため、新しい事柄がチャットボットに入力
された場合に解決できないという問題」があります。執行部側からは、AIの機能を改善させるのは容
易ではなく、そもそも県民からの問い合わせを解決する手段としてふさわしいかどうか今一度検討し、
埼玉県独自で構築した検索エンジンの更なる活用をしていきたい。と言う答弁を引き出しました。
白根は一般質問で、このAIチャットボットより、検索エンジンの利用の方が的確な回答が出る事を

指摘し改善を要望しました。
次に、行政手続きのオンライン化の進捗状況について説明があり、オンライン手続き利用率はR.３度

で２８.３%という結果でありました。ただ、中々利用率が上がらないのは、戸籍記載事項の添付を必
要とする等、法令でオンライン化を進めようとしても阻害要因となっている部分があるとのことです。
私からは、具体的にどの部分が、またどのくらいの阻害要因があるのかと質疑した所、現在調査してい
るとの回答があり、早期の調査して改善を図り、他部局との連携強化を求めました。

■「２０２３ 全国版 旅して！埼玉割」観光応援キャンペーンの実施
全国的な観光キャンペーンである全国旅行支援の埼玉県版、年内までの全国旅行支援から割引率等を

変更し、令和５年１月１０日（火）から令和５年３月３１日（金）までの期間で実施。

■「とくとく埼玉！」観光応援キャンペーンの延長
令和４年１２月２７日（火）までの期間で実施している埼玉県独自の観光応援キャンペーン「とくと

く埼玉！」観光応援キャンペーンを、クーポン券の配布額を最大２千円に増額して、令和５年１月１０
日（火）から令和５年２月２８日（火）までの期間で実施。
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年明け以降の観光応援キャンペーンの実施について
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